




































































第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮

番号 機器 機種 設置場所 数量
申請時期

及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 機種 設置場所 数量
申請時期
及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP,SG設備が安全機能を有す
る施設等と⼀体となって設置さ

れる機器

PP,SG設備が周辺に設置されている
機器 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における

設計⽅針，考慮事項 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における
設計⽅針，考慮事項

242 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程
スタック編成
設備 ― スタック編成設備グローブボック

ス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 2 2-1 ⾮安重 ― B-1/― ―

〇SG︓査察現場キャビネット(LC-
15A)
〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は機器のメンテナンスに
おいては査察設備に⼲渉しないスペースを確保
できる設計とする。

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検時に作業員がSG設
備を不⽤意に破損することがない配置とする。また、必要に応じ
て、破損しにくい構造（封印カバー等）とする。（SG︓LC-
15A）

①

246 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程
スタック編成
設備 ― 空乾燥ボート取扱装置グロー

ブボックス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 ⾮安重 ― B-1/― ―
〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

248 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程
スタック乾燥
設備 ― 乾燥ボート供給装置グローブ

ボックス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 2 2-1 ⾮安重 ― B-1/― ―
〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

250 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程
スタック乾燥
設備 ― スタック乾燥装置 機械装置（焼結・乾燥装置） 燃料加⼯建屋 2 2-1 ⾮安重 ― B-1/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

251 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程
スタック乾燥
設備 ― 乾燥ボート取出装置グローブ

ボックス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 2 2-1 ⾮安重 ― B-1/― ―
〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

補⾜
施設区分 設備区分 PP,SG設備設置状況

PP，SG設備に対する安全機能を有する施設
の設計

PP設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するPP設備の設計上の考慮）

SG設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するSG設備の設計上の考慮）

別添４
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第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮

番号 機器 機種 設置場所 数量
申請時期

及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 機種 設置場所 数量
申請時期
及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP,SG設備が安全機能を有す
る施設等と⼀体となって設置さ

れる機器

PP,SG設備が周辺に設置されている
機器 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における

設計⽅針，考慮事項 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における
設計⽅針，考慮事項

補⾜
施設区分 設備区分 PP,SG設備設置状況

PP，SG設備に対する安全機能を有する施設
の設計

PP設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するPP設備の設計上の考慮）

SG設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するSG設備の設計上の考慮）

253 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程
挿⼊溶接設
備 ― 被覆管乾燥装置 ― 燃料加⼯建屋 2 2-2 ⾮安重 ― C/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

254 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程
挿⼊溶接設
備 ― 被覆管供給装置オープンポー

トボックス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 2 2-2 ⾮安重 ― C/― ―
〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

256 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程
挿⼊溶接設
備 ― スタック供給装置グローブボック

ス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 2 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―
〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

258 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程
挿⼊溶接設
備 ― 部材供給装置(部材供給部)

オープンポートボックス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 2 2-2 ⾮安重 ― C/― ―
〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

260 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程
挿⼊溶接設
備 ― 部材供給装置(部材搬送部)

オープンポートボックス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 2 2-2 ⾮安重 ― C/― ―
〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―
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第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮

番号 機器 機種 設置場所 数量
申請時期

及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 機種 設置場所 数量
申請時期
及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP,SG設備が安全機能を有す
る施設等と⼀体となって設置さ

れる機器

PP,SG設備が周辺に設置されている
機器 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における

設計⽅針，考慮事項 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における
設計⽅針，考慮事項

補⾜
施設区分 設備区分 PP,SG設備設置状況

PP，SG設備に対する安全機能を有する施設
の設計

PP設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するPP設備の設計上の考慮）

SG設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するSG設備の設計上の考慮）

262 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程
挿⼊溶接設
備 ― 挿⼊溶接装置(被覆管取扱

部)グローブボックス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 2 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―
〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

263 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程
挿⼊溶接設
備 ― 挿⼊溶接装置(スタック取扱

部)グローブボックス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 2 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―
〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

264 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程
挿⼊溶接設
備 ― 挿⼊溶接装置(燃料棒溶接

部)グローブボックス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 2 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―
〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

266 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程
挿⼊溶接設
備 ― 除染装置グローブボックス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 2 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

268 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程
挿⼊溶接設
備 ― 汚染検査装置オープンポート

ボックス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 2 2-2 ⾮安重 ― C/― ―
〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―
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第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮

番号 機器 機種 設置場所 数量
申請時期

及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 機種 設置場所 数量
申請時期
及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP,SG設備が安全機能を有す
る施設等と⼀体となって設置さ

れる機器

PP,SG設備が周辺に設置されている
機器 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における

設計⽅針，考慮事項 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における
設計⽅針，考慮事項

補⾜
施設区分 設備区分 PP,SG設備設置状況

PP，SG設備に対する安全機能を有する施設
の設計

PP設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するPP設備の設計上の考慮）

SG設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するSG設備の設計上の考慮）

270 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程
燃料棒検査
設備 ― ヘリウムリーク検査装置 機械装置 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

271 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程
燃料棒検査
設備 ― X線検査装置 機械装置 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

272 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程
燃料棒検査
設備 ― ロッドスキャニング装置 機械装置 燃料加⼯建屋 2 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―

〇SG:燃料棒⽤NDA（FRSS-1、
FRSS-2）
〇SG︓カメラ

〇PP︓

※FRSS（Fuel Rod Scanning
Station）︓燃料棒スキャニング装置

・ロッドスキャニング装置は，メンテナンスに影響
がないFRSSの設置計画箇所のスペースを確保
する設計とする。（FRSS-1、FRSS-2の⾄近
にはロッドスキャニング装置のローラコンベアがある
が、ローラコンベアは上側からアクセスすることでメ
ンテナンスに影響はない）

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転条件（搬送する核
物質量、搬送速度等）で、保障措置上要求される検出限界
の放射線量を検出可能な設計とする（SG︓FRSS）。
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検時に作業員がSG設
備を不⽤意に破損することがない配置とする。また、必要に応じ
て、破損しにくい構造（封印カバー等）とする。（SG︓
FRSS）

②

273 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程
燃料棒検査
設備 ― 外観⼨法検査装置 機械装置 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―

〇SG:燃料棒⽤NDA（FRSS-2）
〇SG︓カメラ

〇PP︓

※FRSS（Fuel Rod Scanning
Station）︓燃料棒スキャニング装置

・外観⼨法検査装置とFRSS-2は直線距離で
離隔されておりメンテナンスに影響は無い設計と
する。

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転条件（搬送する核
物質量、搬送速度等）で、保障措置上要求される検出限界
の放射線量を検出可能な設計とする（SG︓FRSS）。
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検時に作業員がSG設
備を不⽤意に破損することがない配置とする。また、必要に応じ
て、破損しにくい構造（封印カバー等）とする。（SG︓
FRSS）

②

274 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程
燃料棒検査
設備 ― 燃料棒移載装置 搬送設備 燃料加⼯建屋 1 2-1 ⾮安重

※ ― B,B-1/― ―
〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， ラの視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―
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第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮

番号 機器 機種 設置場所 数量
申請時期

及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 機種 設置場所 数量
申請時期
及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP,SG設備が安全機能を有す
る施設等と⼀体となって設置さ

れる機器

PP,SG設備が周辺に設置されている
機器 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における

設計⽅針，考慮事項 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における
設計⽅針，考慮事項

補⾜
施設区分 設備区分 PP,SG設備設置状況

PP，SG設備に対する安全機能を有する施設
の設計

PP設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するPP設備の設計上の考慮）

SG設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するSG設備の設計上の考慮）

275 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程
燃料棒検査
設備 ― 燃料棒⽴会検査装置 機械装置 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重

※ ― B-1/― ―
〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

276 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程
燃料棒収容
設備 ― 貯蔵マガジン 運搬・製品容器 燃料加⼯建屋 72 2-1 ⾮安重 ― ―/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

277 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程
燃料棒収容
設備 ― 燃料棒収容装置 機械装置 燃料加⼯建屋 1 2-1 ⾮安重 ― B-1/― ―

〇SG:燃料棒⽤NDA（FRCA）
〇SG︓カメラ

〇PP︓

※FRCA（Fuel Rod Counting
Array）︓貯蔵⽤燃料棒本数測定
装置

・燃料棒収容装置は，メンテナンスに影響がな
いFRCAの設置計画箇所のスペース（燃料棒
収容装置のメンテナンスが必要ないスペース）を
確保する設計とする。

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転条件（搬送する核
物質量、搬送速度等）で、保障措置上要求される検出限界
の放射線量を検出可能な設計とする（SG︓FRCA）。
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検時に作業員がSG設
備を不⽤意に破損することがない配置とする。また、必要に応じ
て、破損しにくい構造（封印カバー等）とする。（SG︓
FRCA）

③

278 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程
燃料棒収容
設備 ― 燃料棒供給装置 機械装置 燃料加⼯建屋 1 2-1 ⾮安重

※ ― B,B-1/― ―

〇SG:燃料棒⽤NDA（FRIS）
〇SG︓カメラ

〇PP︓

※FRIS（Fuel Rod Inspection
Station）︓燃料棒検認装置

・燃料棒供給装置は，メンテナンスに影響がな
いFRISの設置計画箇所のスペース（燃料棒
供給装置のメンテナンスが必要ないスペース）を
確保する設計とする。

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転条件（搬送する核
物質量、搬送速度等）で、保障措置上要求される検出限界
の放射線量を検出可能な設計とする（SG︓FRCA）。
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検時に作業員がSG設
備を不⽤意に破損することがない配置とする。また、必要に応じ
て、破損しにくい構造（封印カバー等）とする。（SG︓
FRCA）

③

279 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程
燃料棒収容
設備 ― 貯蔵マガジン移載装置 搬送設備 燃料加⼯建屋 1 2-1 ⾮安重 ― B,B-1/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―
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第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮

番号 機器 機種 設置場所 数量
申請時期

及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 機種 設置場所 数量
申請時期
及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP,SG設備が安全機能を有す
る施設等と⼀体となって設置さ

れる機器

PP,SG設備が周辺に設置されている
機器 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における

設計⽅針，考慮事項 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における
設計⽅針，考慮事項

補⾜
施設区分 設備区分 PP,SG設備設置状況

PP，SG設備に対する安全機能を有する施設
の設計

PP設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するPP設備の設計上の考慮）

SG設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するSG設備の設計上の考慮）

280 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程
燃料棒解体
設備 ― 燃料棒搬⼊オープンポートボッ

クス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― C/― ―
〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

281 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程
燃料棒解体
設備 ― 燃料棒解体装置グローブボッ

クス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―
〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

283 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程
燃料棒解体
設備 ― 溶接試料前処理装置オープン

ポートボックス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― C/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

284 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程
燃料棒解体
設備 ― 溶接試料前処理装置グローブ

ボックス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― C/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・

― ―

286 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程

燃料棒加⼯
⼯程搬送設
備

― ペレット保管容器搬送装置グ
ローブボックス-1 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 ⾮安重 ― B-1/― ―

〇SG︓搬送容器⽤NDA（AMGB-
7）
ペレット保管容器搬送装置GB-14の
周辺に取り付くSG機器

〇PP︓

※AMGB（Advanced Material
accountancy Glove Box
system）︓搬送容器測定装置

・ペレット保管容器搬送装置グローブボックス-2
は，AMGB-7付近のポートにアクセス可能な設
計とする。

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検時に作業員がSG設
備を不⽤意に破損することがない配置とする。また、必要に応じ
て、破損しにくい構造（封印カバー等）とする。（SG︓
AMGB-7）

④

―

―
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第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮

番号 機器 機種 設置場所 数量
申請時期

及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 機種 設置場所 数量
申請時期
及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP,SG設備が安全機能を有す
る施設等と⼀体となって設置さ

れる機器

PP,SG設備が周辺に設置されている
機器 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における

設計⽅針，考慮事項 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における
設計⽅針，考慮事項

補⾜
施設区分 設備区分 PP,SG設備設置状況

PP，SG設備に対する安全機能を有する施設
の設計

PP設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するPP設備の設計上の考慮）

SG設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するSG設備の設計上の考慮）

287 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程

燃料棒加⼯
⼯程搬送設
備

― ペレット保管容器搬送装置グ
ローブボックス-2 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 ⾮安重 ― B-1/― ―

〇SG︓搬送容器⽤NDA（AMGB-
7）
ペレット保管容器搬送装置GB-14の
周辺に取り付くSG機器

〇PP︓

・ペレット保管容器搬送装置グローブボックス-2
は，AMGB-7付近のポートにアクセス可能な設
計とする。

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】

動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、 
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属 
で覆う設計とする。 き

・P
る
P設備は
設計とする。

安全機能を有す
配置上スペース確保が困難な

る施設のメンテナン
場合は、
ススペースが確保で

機器を移 

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検時に作業員がSG設
備を不⽤意に破損することがない配置とする。また、必要に応じ
て、破損しにくい構造（封印カバー等）とする。（SG︓
AMGB-7）

④

288 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程

燃料棒加⼯
⼯程搬送設
備

― ペレット保管容器搬送装置グ
ローブボックス-3 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 ⾮安重 ― B-1/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

289 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程

燃料棒加⼯
⼯程搬送設
備

― ペレット保管容器搬送装置グ
ローブボックス-4 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 ⾮安重 ― B-1/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

290 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程

燃料棒加⼯
⼯程搬送設
備

― ペレット保管容器搬送装置グ
ローブボックス-5 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 ⾮安重 ― B-1/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

291 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程

燃料棒加⼯
⼯程搬送設
備

― ペレット保管容器搬送装置グ
ローブボックス-6 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 ⾮安重 ― B-1/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

―

―

―

―

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、 
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。 
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第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮

番号 機器 機種 設置場所 数量
申請時期

及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 機種 設置場所 数量
申請時期
及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP,SG設備が安全機能を有す
る施設等と⼀体となって設置さ

れる機器

PP,SG設備が周辺に設置されている
機器 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における

設計⽅針，考慮事項 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における
設計⽅針，考慮事項

補⾜
施設区分 設備区分 PP,SG設備設置状況

PP，SG設備に対する安全機能を有する施設
の設計

PP設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するPP設備の設計上の考慮）

SG設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するSG設備の設計上の考慮）

292 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程

燃料棒加⼯
⼯程搬送設
備

― ペレット保管容器搬送装置グ
ローブボックス-7 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 ⾮安重 ― B-1/― ―

〇SG︓搬送容器⽤NDA（AMGB-
7）
ペレット保管容器搬送装置GB-14の
周辺に取り付くSG機器

〇PP︓

AMGB（Advanced Material
accountancy Glove Box
system）︓搬送容器測定装置

・ペレット保管容器搬送装置グローブボックス-2
は，AMGB-7付近のポートにアクセス可能な設
計とする。

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検時に作業員がSG設
備を不⽤意に破損することがない配置とする。また、必要に応じ
て、破損しにくい構造（封印カバー等）とする。（SG︓
AMGB-7）

④

293 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程

燃料棒加⼯
⼯程搬送設
備

― ペレット保管容器搬送装置グ
ローブボックス-8 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 ⾮安重 ― B-1/― ―

〇SG︓査察現場キャビネット(LC-
15B)
〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に査察設備に⼲渉しないスペースを確保
できる設計とする。
・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検時に作業員がSG設
備を不⽤意に破損することがない配置とする。また、必要に応じ
て、破損しにくい構造（封印カバー等）とする。（SG︓LC-
15B）

①

294 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程

燃料棒加⼯
⼯程搬送設
備

― ペレット保管容器搬送装置グ
ローブボックス-9 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 ⾮安重 ― B-1/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

295 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程

燃料棒加⼯
⼯程搬送設
備

― ペレット保管容器搬送装置グ
ローブボックス-10 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 ⾮安重 ― B-1/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

296 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程

燃料棒加⼯
⼯程搬送設
備

― ペレット保管容器搬送装置グ
ローブボックス-11 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 ⾮安重 ― B-1/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ――
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第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮

番号 機器 機種 設置場所 数量
申請時期

及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 機種 設置場所 数量
申請時期
及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP,SG設備が安全機能を有す
る施設等と⼀体となって設置さ

れる機器

PP,SG設備が周辺に設置されている
機器 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における

設計⽅針，考慮事項 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における
設計⽅針，考慮事項

補⾜
施設区分 設備区分 PP,SG設備設置状況

PP，SG設備に対する安全機能を有する施設
の設計

PP設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するPP設備の設計上の考慮）

SG設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するSG設備の設計上の考慮）

297 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程

燃料棒加⼯
⼯程搬送設
備

― ペレット保管容器搬送装置グ
ローブボックス-12 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 ⾮安重 ― B-1/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

299 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程

燃料棒加⼯
⼯程搬送設
備

― 乾燥ボート搬送装置グローブ
ボックス-1 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 ⾮安重 ― B/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

300 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程

燃料棒加⼯
⼯程搬送設
備

― 乾燥ボート搬送装置グローブ
ボックス-2 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 ⾮安重 ― B/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

301 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程

燃料棒加⼯
⼯程搬送設
備

― 乾燥ボート搬送装置グローブ
ボックス-3 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 ⾮安重 ― B-1/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

302 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程

燃料棒加⼯
⼯程搬送設
備

― 乾燥ボート搬送装置グローブ
ボックス-4 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 ⾮安重 ― B-1/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

―
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第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮

番号 機器 機種 設置場所 数量
申請時期

及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 機種 設置場所 数量
申請時期
及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP,SG設備が安全機能を有す
る施設等と⼀体となって設置さ

れる機器

PP,SG設備が周辺に設置されている
機器 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における

設計⽅針，考慮事項 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における
設計⽅針，考慮事項

補⾜
施設区分 設備区分 PP,SG設備設置状況

PP，SG設備に対する安全機能を有する施設
の設計

PP設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するPP設備の設計上の考慮）

SG設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するSG設備の設計上の考慮）

303 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程

燃料棒加⼯
⼯程搬送設
備

― 乾燥ボート搬送装置グローブ
ボックス-5 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 ⾮安重 ― B-1/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

304 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程

燃料棒加⼯
⼯程搬送設
備

― 乾燥ボート搬送装置グローブ
ボックス-6 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 ⾮安重 ― B-1/― ―

○SG︓搬送⽤容器⽤NDA
（AMGB-6）
〇SG︓カメラ

〇PP︓

※AMGB（Advanced Material
accountancy Glove Box
system）︓搬送容器測定装置

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に査察設備に⼲渉しないスペースを確保
できる設計とする。
・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転条件（搬送する核
物質量、搬送速度等）で、保障措置上要求される検出限界
の放射線量を検出可能な設計とする（SG︓AMGB-6）。
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は架台にローラユニットを設置し，スライドできる設計と
することで，安全機能を有する施設のメンテナンスに影響を与え
ない設計とする（SG︓AMGB-6）。
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検時に作業員がSG設
備を不⽤意に破損することがない配置とする。また、必要に応じ
て、破損しにくい構造（封印カバー等）とする。（SG︓
AMGB-6）

⑤

305 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程

燃料棒加⼯
⼯程搬送設
備

― 乾燥ボート搬送装置グローブ
ボックス-7 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 ⾮安重 ― B-1/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

306 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程

燃料棒加⼯
⼯程搬送設
備

― 乾燥ボート搬送装置グローブ
ボックス-8 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 ⾮安重 ― B-1/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

307 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程

燃料棒加⼯
⼯程搬送設
備

― 乾燥ボート搬送装置グローブ
ボックス-9 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 ⾮安重 ― B-1/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―
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第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮

番号 機器 機種 設置場所 数量
申請時期

及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 機種 設置場所 数量
申請時期
及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP,SG設備が安全機能を有す
る施設等と⼀体となって設置さ

れる機器

PP,SG設備が周辺に設置されている
機器 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における

設計⽅針，考慮事項 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における
設計⽅針，考慮事項

補⾜
施設区分 設備区分 PP,SG設備設置状況

PP，SG設備に対する安全機能を有する施設
の設計

PP設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するPP設備の設計上の考慮）

SG設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するSG設備の設計上の考慮）

308 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程

燃料棒加⼯
⼯程搬送設
備

― 乾燥ボート搬送装置グローブ
ボックス-10 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 ⾮安重 ― B-1/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

309 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程

燃料棒加⼯
⼯程搬送設
備

― 乾燥ボート搬送装置グローブ
ボックス-11 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 ⾮安重 ― B-1/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

310 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程

燃料棒加⼯
⼯程搬送設
備

― 乾燥ボート搬送装置グローブ
ボックス-12 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 ⾮安重 ― B-1/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

311 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程

燃料棒加⼯
⼯程搬送設
備

― 乾燥ボート搬送装置グローブ
ボックス-13 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 ⾮安重 ― B-1/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

312 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程

燃料棒加⼯
⼯程搬送設
備

― 乾燥ボート搬送装置グローブ
ボックス-14 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 ⾮安重 ― B-1/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―
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第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮

番号 機器 機種 設置場所 数量
申請時期

及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 機種 設置場所 数量
申請時期
及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP,SG設備が安全機能を有す
る施設等と⼀体となって設置さ

れる機器

PP,SG設備が周辺に設置されている
機器 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における

設計⽅針，考慮事項 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における
設計⽅針，考慮事項

補⾜
施設区分 設備区分 PP,SG設備設置状況

PP，SG設備に対する安全機能を有する施設
の設計

PP設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するPP設備の設計上の考慮）

SG設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するSG設備の設計上の考慮）

314 加⼯設備
本体 被覆施設 燃料棒加⼯

⼯程

燃料棒加⼯
⼯程搬送設
備

― 燃料棒搬送装置 搬送設備 燃料加⼯建屋 1 2-1 ⾮安重 ― B,B-1/― ―
〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

315 加⼯設備
本体 組⽴施設 燃料集合体

組⽴⼯程
燃料集合体
組⽴設備 ― マガジン編成装置 機械装置 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/―

〇SG︓FRCS（マガジン編成
装置の機器である洗浄機架台
から⽀持）

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・機器上にFRCSを設置可能であり、互いに⼲
渉しないスペースを確保する設計とする。
・FRCSの設置機器について、FRCSを設置して
も問題の無い強度を有する設計とする。

・査察機器と⼀体となっている機器より査察機
器を取り外してメンテナンスが可能な設計とす
る。

・マガジン編成装置の耐震設計上の評価条件
としてFRCSの負荷を考慮した設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

・FRCSは，マガジン編成装置の耐震設計上
で考慮する負荷条件を逸脱しない設計とする

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

・FRCSは，マガジン編成装置の耐震設計上
で考慮する負荷条件を逸脱しない設計とする

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

⑥

316 加⼯設備
本体 組⽴施設 燃料集合体

組⽴⼯程
燃料集合体
組⽴設備 ― 組⽴マガジン 運搬・製品容器 燃料加⼯建屋 2 2-2 ⾮安重 ― ―/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

317 加⼯設備
本体 組⽴施設 燃料集合体

組⽴⼯程
燃料集合体
組⽴設備 ― スケルトン組⽴装置 ― 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― C/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

318 加⼯設備
本体 組⽴施設 燃料集合体

組⽴⼯程
燃料集合体
組⽴設備 ― 燃料集合体組⽴装置 機械装置 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

―

―
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第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮

番号 機器 機種 設置場所 数量
申請時期

及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 機種 設置場所 数量
申請時期
及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP,SG設備が安全機能を有す
る施設等と⼀体となって設置さ

れる機器

PP,SG設備が周辺に設置されている
機器 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における

設計⽅針，考慮事項 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における
設計⽅針，考慮事項

補⾜
施設区分 設備区分 PP,SG設備設置状況

PP，SG設備に対する安全機能を有する施設
の設計

PP設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するPP設備の設計上の考慮）

SG設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するSG設備の設計上の考慮）

319 加⼯設備
本体 組⽴施設 燃料集合体

組⽴⼯程
燃料集合体
洗浄設備 ― 燃料集合体洗浄装置 機械装置 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

320 加⼯設備
本体 組⽴施設 燃料集合体

組⽴⼯程
燃料集合体
検査設備 ― 燃料集合体第1検査装置 機械装置 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

321 加⼯設備
本体 組⽴施設 燃料集合体

組⽴⼯程
燃料集合体
検査設備 ― 燃料集合体第2検査装置 機械装置 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

322 加⼯設備
本体 組⽴施設 燃料集合体

組⽴⼯程
燃料集合体
検査設備 ― 燃料集合体仮置台 機械装置 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

323 加⼯設備
本体 組⽴施設 燃料集合体

組⽴⼯程
燃料集合体
検査設備 ― 燃料集合体⽴会検査装置 機械装置 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ― 〇SG︓カメラ

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り，監視カメラの視界を遮らない計画とする。

―

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

――
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第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮

番号 機器 機種 設置場所 数量
申請時期

及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 機種 設置場所 数量
申請時期
及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP,SG設備が安全機能を有す
る施設等と⼀体となって設置さ

れる機器

PP,SG設備が周辺に設置されている
機器 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における

設計⽅針，考慮事項 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における
設計⽅針，考慮事項

補⾜
施設区分 設備区分 PP,SG設備設置状況

PP，SG設備に対する安全機能を有する施設
の設計

PP設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するPP設備の設計上の考慮）

SG設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するSG設備の設計上の考慮）

324 加⼯設備
本体 組⽴施設 燃料集合体

組⽴⼯程

燃料集合体
組⽴⼯程搬
送設備

― 組⽴クレーン 搬送設備 燃料加⼯建屋 1 2-1 ⾮安重 ― B-1/― ―
〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

325 加⼯設備
本体 組⽴施設 燃料集合体

組⽴⼯程

燃料集合体
組⽴⼯程搬
送設備

― リフタ 搬送設備 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―

〇SG:燃料集合体⽤NDA（AFAS-
P,AFAS-B）
〇SG:査察現場キャビネット（LC-
21B,LC-21A）

〇PP︓

※AFAS-P（Advanced Fuel
assembly Assay System-
PWR）︓PWR燃料集合体測定装
置

※AFAS-B（Advanced Fuel
assembly Assay System-
BWR）︓BWR燃料集合体測定装
置

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に査察設備に⼲渉しないスペースを確保
できる設計とする。
・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転条件（搬送する核
物質量、搬送速度等）で、保障措置上要求される検出限界
の放射線量を検出可能な設計とする（SG︓AFAS-P,B）。
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・AFASは取り外し可能な構造とし，安全機能を有する施設が
メンテナンスするスペースを確保できる設計とする。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検時に作業員がSG設
備を不⽤意に破損することがない配置とする。また、必要に応じ
て、破損しにくい構造（封印カバー等）とする。（SG︓AFAS-
P,B，LC-21B,LC-21A）

⑦

326 加⼯設備
本体 組⽴施設 梱包出荷⼯

程
梱包 出荷
設備 ― 貯蔵梱包クレーン 搬送設備 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―

〇SG:燃料集合体⽤NDA
（DIPD）
〇SG︓カメラ

※DIPD（Directional Item
Passage Detector）︓燃料集合
体通過検知器

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に査察設備に⼲渉しないスペースを確保
できる設計とする。
・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り，監視カメラの視界を遮らない計画とする。

―
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転条件（搬送する核
物質量、搬送速度等）で、保障措置上要求される検出限界
の放射線量を検出可能な設計とする（SG︓DIPD）。
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検時に作業員がSG設
備を不⽤意に破損することがない配置とする。また、必要に応じ
て、破損しにくい構造（封印カバー等）とする。（SG︓
DIPD）

⑧

327 加⼯設備
本体 組⽴施設 梱包出荷⼯

程
梱包 出荷
設備 ― 燃料ホルダ取付装置 機械装置 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ― 〇SG︓カメラ

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り，監視カメラの視界を遮らない計画とする。

―
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

―

―
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第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮

番号 機器 機種 設置場所 数量
申請時期

及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 機種 設置場所 数量
申請時期
及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP,SG設備が安全機能を有す
る施設等と⼀体となって設置さ

れる機器

PP,SG設備が周辺に設置されている
機器 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における

設計⽅針，考慮事項 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における
設計⽅針，考慮事項

補⾜
施設区分 設備区分 PP,SG設備設置状況

PP，SG設備に対する安全機能を有する施設
の設計

PP設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するPP設備の設計上の考慮）

SG設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するSG設備の設計上の考慮）

328 加⼯設備
本体 組⽴施設 梱包出荷⼯

程
梱包 出荷
設備 ― 容器蓋取付装置 機械装置 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B/― ―

〇SG:燃料集合体⽤NDA
（DIPD）
〇SG︓カメラ

※DIPD（Directional Item
Passage Detector）︓燃料集合
体通過検知器

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に査察設備に⼲渉しないスペースを確保
できる設計とする。
・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り，監視カメラの視界を遮らない計画とする。

―
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転条件（搬送する核
物質量、搬送速度等）で、保障措置上要求される検出限界
の放射線量を検出可能な設計とする（SG︓DIPD）。
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検時に作業員がSG設
備を不⽤意に破損することがない配置とする。また、必要に応じ
て、破損しにくい構造（封印カバー等）とする。（SG︓
DIPD）

⑧

329 加⼯設備
本体 組⽴施設 梱包出荷⼯

程
梱包 出荷
設備 ― 梱包天井クレーン 搬送設備 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ― 〇SG︓カメラ

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り，監視カメラの視界を遮らない計画とする。

―
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

330 加⼯設備
本体 組⽴施設 梱包出荷⼯

程
梱包 出荷
設備 ― 容器移載装置 搬送設備 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ― 〇SG︓カメラ

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り，監視カメラの視界を遮らない計画とする。

―
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

331 加⼯設備
本体 組⽴施設 梱包出荷⼯

程
梱包 出荷
設備 ― 保管室天井クレーン 搬送設備 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― C/― ― 〇SG︓カメラ

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り，監視カメラの視界を遮らない計画とする。

―
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

332 加⼯設備
本体 組⽴施設 梱包出荷⼯

程
梱包 出荷
設備 ― 遮蔽扉（梱包 出荷設備） 遮蔽設備 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― C/― ― 〇SG︓カメラ

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り，監視カメラの視界を遮らない計画とする。

―
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

―

―

―

―

―
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第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮

番号 機器 機種 設置場所 数量
申請時期

及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 機種 設置場所 数量
申請時期
及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP,SG設備が安全機能を有す
る施設等と⼀体となって設置さ

れる機器

PP,SG設備が周辺に設置されている
機器 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における

設計⽅針，考慮事項 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における
設計⽅針，考慮事項

補⾜
施設区分 設備区分 PP,SG設備設置状況

PP，SG設備に対する安全機能を有する施設
の設計

PP設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するPP設備の設計上の考慮）

SG設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するSG設備の設計上の考慮）

333 核燃料物質
の貯蔵施設 ― 貯蔵容器⼀

時保管設備 ― ― ⼀時保管ピット ラック/ピット/棚 燃料加⼯建屋 1 2-1 安重 ― B-3/― ― 〇SG︓カメラ

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り，監視カメラの視界を遮らない計画とする。

―
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

336 核燃料物質
の貯蔵施設 ―

原料MOX粉
末⽸⼀時保
管設備

― ― 原料MOX粉末⽸⼀時保管
装置グローブボックス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 安重 ― S/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周辺機器への波及的影響を及ぼさないよう
落下及び転倒範囲に上位クラス機器が⼊らな
い場所に設置する⼜は落下防⽌措置を講ず
る設計とする。
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

344 核燃料物質
の貯蔵施設 ― 粉末⼀時保

管設備 ― ― 粉末⼀時保管装置グローブ
ボックス-1 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 安重 ― S/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周辺機器への波及的影響を及ぼさないよう
落下及び転倒範囲に上位クラス機器が⼊らな
い場所に設置する⼜は落下防⽌措置を講ず
る設計とする。
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

345 核燃料物質
の貯蔵施設 ― 粉末⼀時保

管設備 ― ― 粉末⼀時保管装置グローブ
ボックス-2 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 安重 ― S/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周辺機器への波及的影響を及ぼさないよう
落下及び転倒範囲に上位クラス機器が⼊らな
い場所に設置する⼜は落下防⽌措置を講ず
る設計とする。
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

346 核燃料物質
の貯蔵施設 ― 粉末⼀時保

管設備 ― ― 粉末⼀時保管装置グローブ
ボックス-3 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 安重 ― S/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周辺機器への波及的影響を及ぼさないよう
落下及び転倒範囲に上位クラス機器が⼊らな
い場所に設置する⼜は落下防⽌措置を講ず
る設計とする。
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

―

―

―

―

―
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第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮

番号 機器 機種 設置場所 数量
申請時期

及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 機種 設置場所 数量
申請時期
及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP,SG設備が安全機能を有す
る施設等と⼀体となって設置さ

れる機器

PP,SG設備が周辺に設置されている
機器 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における

設計⽅針，考慮事項 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における
設計⽅針，考慮事項

補⾜
施設区分 設備区分 PP,SG設備設置状況

PP，SG設備に対する安全機能を有する施設
の設計

PP設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するPP設備の設計上の考慮）

SG設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するSG設備の設計上の考慮）

347 核燃料物質
の貯蔵施設 ― 粉末⼀時保

管設備 ― ― 粉末⼀時保管装置グローブ
ボックス-4 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 安重 ― S/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周辺機器への波及的影響を及ぼさないよう
落下及び転倒範囲に上位クラス機器が⼊らな
い場所に設置する⼜は落下防⽌措置を講ず
る設計とする。
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

348 核燃料物質
の貯蔵施設 ― 粉末⼀時保

管設備 ― ― 粉末⼀時保管装置グローブ
ボックス-5 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 安重 ― S/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周辺機器への波及的影響を及ぼさないよう
落下及び転倒範囲に上位クラス機器が⼊らな
い場所に設置する⼜は落下防⽌措置を講ず
る設計とする。
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

349 核燃料物質
の貯蔵施設 ― 粉末⼀時保

管設備 ― ― 粉末⼀時保管装置グローブ
ボックス-6 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 安重 ― S/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周辺機器への波及的影響を及ぼさないよう
落下及び転倒範囲に上位クラス機器が⼊らな
い場所に設置する⼜は落下防⽌措置を講ず
る設計とする。
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

371 核燃料物質
の貯蔵施設 ― ペレット⼀時

保管設備 ― ― ペレット⼀時保管棚グローブ
ボックス-1 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 安重 ― S/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周辺機器への波及的影響を及ぼさないよう
落下及び転倒範囲に上位クラス機器が⼊らな
い場所に設置する⼜は落下防⽌措置を講ず
る設計とする。
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

372 核燃料物質
の貯蔵施設 ― ペレット⼀時

保管設備 ― ― ペレット⼀時保管棚グローブ
ボックス-2 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 安重 ― S/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周辺機器への波及的影響を及ぼさないよう
落下及び転倒範囲に上位クラス機器が⼊らな
い場所に設置する⼜は落下防⽌措置を講ず
る設計とする。
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

―

―

―

―

―
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第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮

番号 機器 機種 設置場所 数量
申請時期

及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 機種 設置場所 数量
申請時期
及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP,SG設備が安全機能を有す
る施設等と⼀体となって設置さ

れる機器

PP,SG設備が周辺に設置されている
機器 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における

設計⽅針，考慮事項 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における
設計⽅針，考慮事項

補⾜
施設区分 設備区分 PP,SG設備設置状況

PP，SG設備に対する安全機能を有する施設
の設計

PP設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するPP設備の設計上の考慮）

SG設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するSG設備の設計上の考慮）

373 核燃料物質
の貯蔵施設 ― ペレット⼀時

保管設備 ― ― ペレット⼀時保管棚グローブ
ボックス-3 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 安重 ― S/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周辺機器への波及的影響を及ぼさないよう
落下及び転倒範囲に上位クラス機器が⼊らな
い場所に設置する⼜は落下防⽌措置を講ず
る設計とする。
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

379 核燃料物質
の貯蔵施設 ― ペレット⼀時

保管設備 ― ― 焼結ボート受渡装置グローブ
ボックス-1 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 安重 ― S/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周辺機器への波及的影響を及ぼさないよう
落下及び転倒範囲に上位クラス機器が⼊らな
い場所に設置する⼜は落下防⽌措置を講ず
る設計とする。
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

380 核燃料物質
の貯蔵施設 ― ペレット⼀時

保管設備 ― ― 焼結ボート受渡装置グローブ
ボックス-2 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 安重 ― S/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周辺機器への波及的影響を及ぼさないよう
落下及び転倒範囲に上位クラス機器が⼊らな
い場所に設置する⼜は落下防⽌措置を講ず
る設計とする。
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

381 核燃料物質
の貯蔵施設 ― ペレット⼀時

保管設備 ― ― 焼結ボート受渡装置グローブ
ボックス-3 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 安重 ― S/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周辺機器への波及的影響を及ぼさないよう
落下及び転倒範囲に上位クラス機器が⼊らな
い場所に設置する⼜は落下防⽌措置を講ず
る設計とする。
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

382 核燃料物質
の貯蔵施設 ― ペレット⼀時

保管設備 ― ― 焼結ボート受渡装置グローブ
ボックス-4 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 安重 ― S/― ―

〇SG:搬送容器⽤NDA（AMGB-
8）

〇PP︓

※AMGB（Advanced Material
accountancy Glove Box
system）︓搬送容器測定装置

・安全機能を有する施設は通常時においては，
近接しているグローブボックスに対して，⼲渉しな
い設計とする。

・焼結ボート受渡装置グローブボックス-4の本体
及び内装機器の点検，保守を⾏う上で，
AMGB-8は⼲渉しない配置設計としているた
め，査察機器の機能を損なうことはない。

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・AMGB-8は，Sクラスとなるグローブボックスに
波及的影響を及ぼさないよう，基準地震動
Ssの地震⼒にて，影響を及ぼさない設計とす
る。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検時に作業員がSG設
備を不⽤意に破損することがない配置とする。また、必要に応じ
て、破損しにくい構造（封印カバー等）とする。（SG︓
AMGB-8）

⑨

・周辺機器への波及的影響を及ぼさないよう
落下及び転倒範囲に上位クラス機器が⼊ら
ない場所に設置する⼜は落下防⽌措置を講
ずる設計とする。
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、

原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

―

―

―

―
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第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮

番号 機器 機種 設置場所 数量
申請時期

及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 機種 設置場所 数量
申請時期
及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP,SG設備が安全機能を有す
る施設等と⼀体となって設置さ

れる機器

PP,SG設備が周辺に設置されている
機器 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における

設計⽅針，考慮事項 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における
設計⽅針，考慮事項

補⾜
施設区分 設備区分 PP,SG設備設置状況

PP，SG設備に対する安全機能を有する施設
の設計

PP設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するPP設備の設計上の考慮）

SG設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するSG設備の設計上の考慮）

398 核燃料物質
の貯蔵施設 ― スクラップ貯

蔵設備 ― ― スクラップ貯蔵棚グローブボック
ス-1 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 安重 ― S/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周辺機器への波及的影響を及ぼさないよう
落下及び転倒範囲に上位クラス機器が⼊らな
い場所に設置する⼜は落下防⽌措置を講ず
る設計とする。
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周辺機器への波及的影響を及ぼさないよう
落下及び転倒範囲に上位クラス機器が⼊らな
い場所に設置する⼜は落下防⽌措置を講ず
る設計とする。
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

399 核燃料物質
の貯蔵施設 ― スクラップ貯

蔵設備 ― ― スクラップ貯蔵棚グローブボック
ス-2 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 安重 ― S/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周辺機器への波及的影響を及ぼさないよう
落下及び転倒範囲に上位クラス機器が⼊らな
い場所に設置する⼜は落下防⽌措置を講ず
る設計とする。
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周辺機器への波及的影響を及ぼさないよう
落下及び転倒範囲に上位クラス機器が⼊らな
い場所に設置する⼜は落下防⽌措置を講ず
る設計とする。
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

400 核燃料物質
の貯蔵施設 ― スクラップ貯

蔵設備 ― ― スクラップ貯蔵棚グローブボック
ス-3 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 安重 ― S/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周辺機器への波及的影響を及ぼさないよう
落下及び転倒範囲に上位クラス機器が⼊らな
い場所に設置する⼜は落下防⽌措置を講ず
る設計とする。
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周辺機器への波及的影響を及ぼさないよう
落下及び転倒範囲に上位クラス機器が⼊らな
い場所に設置する⼜は落下防⽌措置を講ず
る設計とする。
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

401 核燃料物質
の貯蔵施設 ― スクラップ貯

蔵設備 ― ― スクラップ貯蔵棚グローブボック
ス-4 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 安重 ― S/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周辺機器への波及的影響を及ぼさないよう
落下及び転倒範囲に上位クラス機器が⼊らな
い場所に設置する⼜は落下防⽌措置を講ず
る設計とする。
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周辺機器への波及的影響を及ぼさないよう
落下及び転倒範囲に上位クラス機器が⼊らな
い場所に設置する⼜は落下防⽌措置を講ず
る設計とする。
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

402 核燃料物質
の貯蔵施設 ― スクラップ貯

蔵設備 ― ― スクラップ貯蔵棚グローブボック
ス-5 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 安重 ― S/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周辺機器への波及的影響を及ぼさないよう
落下及び転倒範囲に上位クラス機器が⼊らな
い場所に設置する⼜は落下防⽌措置を講ず
る設計とする。
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周辺機器への波及的影響を及ぼさないよう
落下及び転倒範囲に上位クラス機器が⼊らな
い場所に設置する⼜は落下防⽌措置を講ず
る設計とする。
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―
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第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮

番号 機器 機種 設置場所 数量
申請時期

及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 機種 設置場所 数量
申請時期
及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP,SG設備が安全機能を有す
る施設等と⼀体となって設置さ

れる機器

PP,SG設備が周辺に設置されている
機器 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における

設計⽅針，考慮事項 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における
設計⽅針，考慮事項

補⾜
施設区分 設備区分 PP,SG設備設置状況

PP，SG設備に対する安全機能を有する施設
の設計

PP設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するPP設備の設計上の考慮）

SG設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するSG設備の設計上の考慮）

409 核燃料物質
の貯蔵施設 ― スクラップ貯

蔵設備 ― ― スクラップ保管容器受渡装置
グローブボックス-1 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 安重 ― S/― ―

〇SG:搬送容器⽤NDA（AMGB-
9）
〇SG︓カメラ

〇PP︓

※AMGB（Advanced Material
accountancy Glove Box
system）︓搬送容器測定装置

・安全機能を有する施設は通常時においては，
近接しているグローブボックスに対して，⼲渉しな
い設計とする。

・スクラップ保管容器受渡装置グローブボックス-
1の本体及び内装機器の点検，保守を⾏う上
で，AMGB-9は⼲渉しない配置設計としている
ため，査察機器の機能を損なうことはない。

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・AMGB-9は，Sクラスとなるグローブボックスに
波及的影響を及ぼさないよう，基準地震動
Ssの地震⼒にて，影響を及ぼさない設計とす
る。

は，周辺機器への波及的影響を及ぼ
さないよう落下及び転倒範囲に上位クラス機
器が⼊らない場所に設置する⼜は落下防⽌
措置を講ずる設計とする。
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検時に作業員がSG設
備を不⽤意に破損することがない配置とする。また、必要に応じ
て、破損しにくい構造（封印カバー等）とする。（SG︓
AMGB-9）

⑩

410 核燃料物質
の貯蔵施設 ― スクラップ貯

蔵設備 ― ― スクラップ保管容器受渡装置
グローブボックス-2 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 安重 ― S/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周辺機器への波及的影響を及ぼさないよう
落下及び転倒範囲に上位クラス機器が⼊らな
い場所に設置する⼜は落下防⽌措置を講ず
る設計とする。
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周辺機器への波及的影響を及ぼさないよう
落下及び転倒範囲に上位クラス機器が⼊らな
い場所に設置する⼜は落下防⽌措置を講ず
る設計とする。
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

418 核燃料物質
の貯蔵施設 ― 製品ペレット

貯蔵設備 ― ― 製品ペレット貯蔵棚グローブ
ボックス-1 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 安重 ― S/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周辺機器への波及的影響を及ぼさないよう
落下及び転倒範囲に上位クラス機器が⼊らな
い場所に設置する⼜は落下防⽌措置を講ず
る設計とする。
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周辺機器への波及的影響を及ぼさないよう
落下及び転倒範囲に上位クラス機器が⼊らな
い場所に設置する⼜は落下防⽌措置を講ず
る設計とする。
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

419 核燃料物質
の貯蔵施設 ― 製品ペレット

貯蔵設備 ― ― 製品ペレット貯蔵棚グローブ
ボックス-2 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 安重 ― S/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周辺機器への波及的影響を及ぼさないよう
落下及び転倒範囲に上位クラス機器が⼊らな
い場所に設置する⼜は落下防⽌措置を講ず
る設計とする。
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周辺機器への波及的影響を及ぼさないよう
落下及び転倒範囲に上位クラス機器が⼊らな
い場所に設置する⼜は落下防⽌措置を講ず
る設計とする。
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

420 核燃料物質
の貯蔵施設 ― 製品ペレット

貯蔵設備 ― ― 製品ペレット貯蔵棚グローブ
ボックス-3 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 安重 ― S/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周辺機器への波及的影響を及ぼさないよう
落下及び転倒範囲に上位クラス機器が⼊らな
い場所に設置する⼜は落下防⽌措置を講ず
る設計とする。
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周辺機器への波及的影響を及ぼさないよう
落下及び転倒範囲に上位クラス機器が⼊らな
い場所に設置する⼜は落下防⽌措置を講ず
る設計とする。
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

・周辺機器への波及的影響を及ぼさないよう
落下及び転倒範囲に上位クラス機器が⼊らな
い場所に設置する⼜は落下防⽌措置を講ず
る設計とする。
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。
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第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮

番号 機器 機種 設置場所 数量
申請時期

及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 機種 設置場所 数量
申請時期
及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP,SG設備が安全機能を有す
る施設等と⼀体となって設置さ

れる機器

PP,SG設備が周辺に設置されている
機器 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における

設計⽅針，考慮事項 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における
設計⽅針，考慮事項

補⾜
施設区分 設備区分 PP,SG設備設置状況

PP，SG設備に対する安全機能を有する施設
の設計

PP設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するPP設備の設計上の考慮）

SG設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するSG設備の設計上の考慮）

421 核燃料物質
の貯蔵施設 ― 製品ペレット

貯蔵設備 ― ― 製品ペレット貯蔵棚グローブ
ボックス-4 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 安重 ― S/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周辺機器への波及的影響を及ぼさないよう
落下及び転倒範囲に上位クラス機器が⼊らな
い場所に設置する⼜は落下防⽌措置を講ず
る設計とする。
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周辺機器への波及的影響を及ぼさないよう
落下及び転倒範囲に上位クラス機器が⼊らな
い場所に設置する⼜は落下防⽌措置を講ず
る設計とする。
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

422 核燃料物質
の貯蔵施設 ― 製品ペレット

貯蔵設備 ― ― 製品ペレット貯蔵棚グローブ
ボックス-5 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 安重 ― S/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周辺機器への波及的影響を及ぼさないよう
落下及び転倒範囲に上位クラス機器が⼊らな
い場所に設置する⼜は落下防⽌措置を講ず
る設計とする。
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周辺機器への波及的影響を及ぼさないよう
落下及び転倒範囲に上位クラス機器が⼊らな
い場所に設置する⼜は落下防⽌措置を講ず
る設計とする。
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

429 核燃料物質
の貯蔵施設 ― 製品ペレット

貯蔵設備 ― ― ペレット保管容器受渡装置グ
ローブボックス-1 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 安重 ― S/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周辺機器への波及的影響を及ぼさないよう
落下及び転倒範囲に上位クラス機器が⼊らな
い場所に設置する⼜は落下防⽌措置を講ず
る設計とする。
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周辺機器への波及的影響を及ぼさないよう
落下及び転倒範囲に上位クラス機器が⼊らな
い場所に設置する⼜は落下防⽌措置を講ず
る設計とする。
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

430 核燃料物質
の貯蔵施設 ― 製品ペレット

貯蔵設備 ― ― ペレット保管容器受渡装置グ
ローブボックス-2 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-1 安重 ― S/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周辺機器への波及的影響を及ぼさないよう
落下及び転倒範囲に上位クラス機器が⼊らな
い場所に設置する⼜は落下防⽌措置を講ず
る設計とする。
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周辺機器への波及的影響を及ぼさないよう
落下及び転倒範囲に上位クラス機器が⼊らな
い場所に設置する⼜は落下防⽌措置を講ず
る設計とする。
・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

436 核燃料物質
の貯蔵施設 ― 燃料棒貯蔵

設備 ― ― 燃料棒貯蔵棚-1 ラック/ピット/棚 燃料加⼯建屋 1 2-1 安重 ― B,B-3/― ―
〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―
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第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮

番号 機器 機種 設置場所 数量
申請時期

及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 機種 設置場所 数量
申請時期
及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP,SG設備が安全機能を有す
る施設等と⼀体となって設置さ

れる機器

PP,SG設備が周辺に設置されている
機器 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における

設計⽅針，考慮事項 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における
設計⽅針，考慮事項

補⾜
施設区分 設備区分 PP,SG設備設置状況

PP，SG設備に対する安全機能を有する施設
の設計

PP設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するPP設備の設計上の考慮）

SG設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するSG設備の設計上の考慮）

437 核燃料物質
の貯蔵施設 ― 燃料棒貯蔵

設備 ― ― 燃料棒貯蔵棚-2 ラック/ピット/棚 燃料加⼯建屋 1 2-1 安重 ― B,B-3/― ―
〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

438 核燃料物質
の貯蔵施設 ― 燃料棒貯蔵

設備 ― ― 貯蔵マガジン⼊出庫装置 搬送設備 燃料加⼯建屋 1 2-1 ⾮安重 ― B-1/― ―
〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

439 核燃料物質
の貯蔵施設 ― 燃料棒貯蔵

設備 ― ― ウラン燃料棒収容装置 搬送設備 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― C/― ―

〇SG:燃料棒⽤NDA（NMGM-
2）
〇SG︓カメラ

〇PP︓

※NMGM（Nuclear Material
Gate Monitor）︓燃料棒通過検
知器

・ウラン燃料棒収容装置は，NMGM-2の設置
計画箇所にはメンテナンス品が存在しないことか
ら、影響は無い設計となっている。

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転条件（搬送する核
物質量、搬送速度等）で、保障措置上要求される検出限界
の放射線量を検出可能な設計とする（SG︓NMGM-2）。
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検時に作業員がSG設
備を不⽤意に破損することがない配置とする。また、必要に応じ
て、破損しにくい構造（封印カバー等）とする。（SG︓
NMGM-2）

⑪

440 核燃料物質
の貯蔵施設 ― 燃料棒貯蔵

設備 ― ― 遮蔽扉（燃料棒貯蔵設備） 遮蔽設備 燃料加⼯建屋 3 2-2 ⾮安重 ― C/― ―

〇SG:燃料棒⽤NDA（NMGM-
2）
〇SG︓カメラ

〇PP︓

※NMGM（Nuclear Material
Gate Monitor）︓燃料棒通過検
知器

・遮蔽扉（燃料棒貯蔵設備）はNMGM-2が
設置できるスペースを確保する設計とする。な
お，NMGM-2が遮蔽扉の下⽅に設置される場
合、下⽅には遮蔽扉の駆動部やレール、センサ
が設置されていることからメンテナンスを考慮した
設計を具体化する。

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転条件（搬送する核
物質量、搬送速度等）で、保障措置上要求される検出限界
の放射線量を検出可能な設計とする（SG︓NMGM-2）。
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検時に作業員がSG設
備を不⽤意に破損することがない配置とする。また、必要に応じ
て、破損しにくい構造（封印カバー等）とする。（SG︓
NMGM-2）

⑪
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第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮

番号 機器 機種 設置場所 数量
申請時期

及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 機種 設置場所 数量
申請時期
及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP,SG設備が安全機能を有す
る施設等と⼀体となって設置さ

れる機器

PP,SG設備が周辺に設置されている
機器 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における

設計⽅針，考慮事項 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における
設計⽅針，考慮事項

補⾜
施設区分 設備区分 PP,SG設備設置状況

PP，SG設備に対する安全機能を有する施設
の設計

PP設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するPP設備の設計上の考慮）

SG設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するSG設備の設計上の考慮）

758 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 気送装置 ― 燃料加⼯建屋 1式

2-1，2-2，
3-1※，
3-2※

⾮安重 ― C,C-1/― ―
〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

759 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 受払装置グローブボックス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

―

761 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 プルトニウムスポット検査装置

オープンポートボックス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― C/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

―

762 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 フード 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 2 2-2 ⾮安重 ― C/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

763 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 受払 分配装置グローブボック

ス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―
〇SG︓カメラ

〇PP

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

――

――
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第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮

番号 機器 機種 設置場所 数量
申請時期

及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 機種 設置場所 数量
申請時期
及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP,SG設備が安全機能を有す
る施設等と⼀体となって設置さ

れる機器

PP,SG設備が周辺に設置されている
機器 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における

設計⽅針，考慮事項 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における
設計⽅針，考慮事項

補⾜
施設区分 設備区分 PP,SG設備設置状況

PP，SG設備に対する安全機能を有する施設
の設計

PP設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するPP設備の設計上の考慮）

SG設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するSG設備の設計上の考慮）

764 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 試料溶解 調製装置-1グロー

ブボックス-1 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―
〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

765 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 試料溶解 調製装置-1グロー

ブボックス-2 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―
〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

766 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 試料溶解 調製装置-2グロー

ブボックス-1 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

767 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 試料溶解 調製装置-2グロー

ブボックス-2 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

768 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 試料溶解 調製装置-2グロー

ブボックス-3 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

―

―

―
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第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮

番号 機器 機種 設置場所 数量
申請時期

及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 機種 設置場所 数量
申請時期
及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP,SG設備が安全機能を有す
る施設等と⼀体となって設置さ

れる機器

PP,SG設備が周辺に設置されている
機器 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における

設計⽅針，考慮事項 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における
設計⽅針，考慮事項

補⾜
施設区分 設備区分 PP,SG設備設置状況

PP，SG設備に対する安全機能を有する施設
の設計

PP設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するPP設備の設計上の考慮）

SG設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するSG設備の設計上の考慮）

769 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 スパイク試料調製装置-1グ

ローブボックス-1 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―
〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

770 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 スパイク試料調製装置-1グ

ローブボックス-2 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―
〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

771 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 スパイク試料調製装置-2グ

ローブボックス-1 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―
〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

772 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 スパイク試料調製装置-2グ

ローブボックス-2 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―
〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

773 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 スパイク試料調製装置-3グ

ローブボックス-1 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―
〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， 視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―
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第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮

番号 機器 機種 設置場所 数量
申請時期

及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 機種 設置場所 数量
申請時期
及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP,SG設備が安全機能を有す
る施設等と⼀体となって設置さ

れる機器

PP,SG設備が周辺に設置されている
機器 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における

設計⽅針，考慮事項 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における
設計⽅針，考慮事項

補⾜
施設区分 設備区分 PP,SG設備設置状況

PP，SG設備に対する安全機能を有する施設
の設計

PP設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するPP設備の設計上の考慮）

SG設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するSG設備の設計上の考慮）

774 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 スパイク試料調製装置-3グ

ローブボックス-2 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―
〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

775 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 スパイキング装置グローブボック

ス-1 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―
〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

776 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 スパイキング装置グローブボック

ス-2 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―
〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

777 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 イオン交換装置グローブボックス

-1 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―
〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

778 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 イオン交換装置グローブボックス

-2 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―
〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―
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第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮

番号 機器 機種 設置場所 数量
申請時期

及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 機種 設置場所 数量
申請時期
及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP,SG設備が安全機能を有す
る施設等と⼀体となって設置さ

れる機器

PP,SG設備が周辺に設置されている
機器 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における

設計⽅針，考慮事項 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における
設計⽅針，考慮事項

補⾜
施設区分 設備区分 PP,SG設備設置状況

PP，SG設備に対する安全機能を有する施設
の設計

PP設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するPP設備の設計上の考慮）

SG設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するSG設備の設計上の考慮）

779 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 試料塗布装置グローブボックス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

780 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 α線測定装置グローブボックス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

781 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 γ線測定装置グローブボックス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

782 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 蛍光Ｘ線分析装置グローブ

ボックス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―
〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

783 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 プルトニウム含有率分析装置

グローブボックス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―
〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―
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第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮

番号 機器 機種 設置場所 数量
申請時期

及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 機種 設置場所 数量
申請時期
及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP,SG設備が安全機能を有す
る施設等と⼀体となって設置さ

れる機器

PP,SG設備が周辺に設置されている
機器 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における

設計⽅針，考慮事項 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における
設計⽅針，考慮事項

補⾜
施設区分 設備区分 PP,SG設備設置状況

PP，SG設備に対する安全機能を有する施設
の設計

PP設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するPP設備の設計上の考慮）

SG設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するSG設備の設計上の考慮）

784 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 質量分析装置Bグローブボック

ス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―
〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

785 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 質量分析装置Cグローブボック

ス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―
〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

786 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 質量分析装置Dグローブボック

ス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―
〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

787 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 質量分析装置Eグローブボック

ス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―
〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―
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第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮

番号 機器 機種 設置場所 数量
申請時期

及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 機種 設置場所 数量
申請時期
及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP,SG設備が安全機能を有す
る施設等と⼀体となって設置さ

れる機器

PP,SG設備が周辺に設置されている
機器 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における

設計⽅針，考慮事項 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における
設計⽅針，考慮事項

補⾜
施設区分 設備区分 PP,SG設備設置状況

PP，SG設備に対する安全機能を有する施設
の設計

PP設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するPP設備の設計上の考慮）

SG設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するSG設備の設計上の考慮）

788 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 収去試料受払装置グローブ

ボックス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―

〇SG:査察機器（AVIS 測定装
置）
〇SG:査察現場キャビネット（LC-
20A）
〇SG︓カメラ

〇PP︓

※AVIS （Advanced
Verification for Inventory
Samples system）︓査察試料測
定装置

・AVISについては、当該測定装置は当該GBの
下部に設置されるが、メンテナンス時はAVISを
分割してGB下部から移動させることができるた
め、相互の保守性に影響は無い。また， GBと
AVISが⼲渉しないよう，クリアランスを確保した
配置としている。

・キャビネットおよび盤とは隔離距離があるため⼲
渉せず、両機器のメンテナンスに影響は無い。

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転条件（搬送する核
物質量、搬送速度等）で、保障措置上要求される検出限界
の放射線量を検出可能な設計とする（SG︓AVIS 測定装
置）。
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検時に作業員がSG設
備を不⽤意に破損することがない配置とする。また、必要に応じ
て、破損しにくい構造（封印カバー等）とする。（SG︓AVIS
測定装置，LC-20A）

⑫

789 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 収去試料調製装置グローブ

ボックス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―
〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

790 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 分配装置グローブボックス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

791 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 塩素・フッ素分析装置グローブ

ボックス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

792 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 O/M⽐測定装置グローブボッ

クス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

―

―

―
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第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮

番号 機器 機種 設置場所 数量
申請時期

及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 機種 設置場所 数量
申請時期
及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP,SG設備が安全機能を有す
る施設等と⼀体となって設置さ

れる機器

PP,SG設備が周辺に設置されている
機器 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における

設計⽅針，考慮事項 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における
設計⽅針，考慮事項

補⾜
施設区分 設備区分 PP,SG設備設置状況

PP，SG設備に対する安全機能を有する施設
の設計

PP設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するPP設備の設計上の考慮）

SG設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するSG設備の設計上の考慮）

793 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 ⽔分分析装置グローブボックス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

794 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 炭素 硫⻩ 窒素分析装置グ

ローブボックス-1 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

795 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 炭素 硫⻩ 窒素分析装置グ

ローブボックス-2 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

796 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 EPMA分析装置グローブボック

ス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

797 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 ICP-発光分光分析装置グ

ローブボックス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

―

―

―

―

―
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第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮

番号 機器 機種 設置場所 数量
申請時期

及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 機種 設置場所 数量
申請時期
及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP,SG設備が安全機能を有す
る施設等と⼀体となって設置さ

れる機器

PP,SG設備が周辺に設置されている
機器 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における

設計⽅針，考慮事項 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における
設計⽅針，考慮事項

補⾜
施設区分 設備区分 PP,SG設備設置状況

PP，SG設備に対する安全機能を有する施設
の設計

PP設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するPP設備の設計上の考慮）

SG設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するSG設備の設計上の考慮）

798 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 ICP-質量分析装置グローブ

ボックス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

799 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 ⽔素分析装置グローブボックス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

800 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 蒸発性不純物測定装置Aグ

ローブボックス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

801 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 粉末物性測定装置グローブ

ボックス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

802 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 ⾦相試験装置グローブボックス

-1 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， 視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

―

―

―

―

―
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第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮

番号 機器 機種 設置場所 数量
申請時期

及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 機種 設置場所 数量
申請時期
及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP,SG設備が安全機能を有す
る施設等と⼀体となって設置さ

れる機器

PP,SG設備が周辺に設置されている
機器 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における

設計⽅針，考慮事項 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における
設計⽅針，考慮事項

補⾜
施設区分 設備区分 PP,SG設備設置状況

PP，SG設備に対する安全機能を有する施設
の設計

PP設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するPP設備の設計上の考慮）

SG設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するSG設備の設計上の考慮）

803 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 ⾦相試験装置グローブボックス

-2 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

804 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 プルトニウムスポット検査装置

グローブボックス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

805 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 液浸密度測定装置グローブ

ボックス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

806 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 熱分析装置グローブボックス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

807 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 ペレット溶解性試験装置グ

ローブボックス-1 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

―

―

―

―

―
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第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮

番号 機器 機種 設置場所 数量
申請時期

及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 機種 設置場所 数量
申請時期
及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP,SG設備が安全機能を有す
る施設等と⼀体となって設置さ

れる機器

PP,SG設備が周辺に設置されている
機器 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における

設計⽅針，考慮事項 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における
設計⽅針，考慮事項

補⾜
施設区分 設備区分 PP,SG設備設置状況

PP，SG設備に対する安全機能を有する施設
の設計

PP設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するPP設備の設計上の考慮）

SG設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するSG設備の設計上の考慮）

808 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 ペレット溶解性試験装置グ

ローブボックス-2 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

809 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 Ｘ線回折測定装置グローブ

ボックス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

810 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 搬送装置-1グローブボックス-1 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

811 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 搬送装置-1グローブボックス-2 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

812 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 搬送装置-1グローブボックス-3 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

―

―
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第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮

番号 機器 機種 設置場所 数量
申請時期

及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 機種 設置場所 数量
申請時期
及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP,SG設備が安全機能を有す
る施設等と⼀体となって設置さ

れる機器

PP,SG設備が周辺に設置されている
機器 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における

設計⽅針，考慮事項 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における
設計⽅針，考慮事項

補⾜
施設区分 設備区分 PP,SG設備設置状況

PP，SG設備に対する安全機能を有する施設
の設計

PP設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するPP設備の設計上の考慮）

SG設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するSG設備の設計上の考慮）

813 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 搬送装置-2グローブボックス-1 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

814 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 搬送装置-2グローブボックス-2 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

815 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 搬送装置-2グローブボックス-3 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ―

〇SG︓カメラ

〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・SG設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、
安全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設
計とする。
・SG設備は監視が中断されないように外部電源喪失時におい
ても継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・SG設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確
保できる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機
器を移動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンス
スペースを確保する。
・SG設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤
↔運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電
される設計する。
・SG設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない
配置および配線ルートの設計とする。

―

816 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 搬送装置－3グローブボックス

－1 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

817 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 搬送装置－3グローブボックス

－2 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

―

―
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第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮

番号 機器 機種 設置場所 数量
申請時期

及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 機種 設置場所 数量
申請時期
及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP,SG設備が安全機能を有す
る施設等と⼀体となって設置さ

れる機器

PP,SG設備が周辺に設置されている
機器 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における

設計⽅針，考慮事項 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における
設計⽅針，考慮事項

補⾜
施設区分 設備区分 PP,SG設備設置状況

PP，SG設備に対する安全機能を有する施設
の設計

PP設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するPP設備の設計上の考慮）

SG設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するSG設備の設計上の考慮）

818 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 搬送装置－3グローブボックス

－3 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

819 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 搬送装置－3グローブボックス

－4 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

821 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 分析済液中和固液分離グ

ローブボックス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

822 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 放射能濃度分析グローブボッ

クス-1 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

823 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 放射能濃度分析グローブボッ

クス-2 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

―

―

―

―

―
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第2回申請対象設備とPP設備及びSG設備の相互影響の考慮

番号 機器 機種 設置場所 数量
申請時期

及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計

番号 施設区分① 施設区分② 設備区分① 設備区分② 設備区分③ 機器 機種 設置場所 数量
申請時期
及び
申請回次

ＤＢ区分 ＳＡ区分 耐震設計
PP,SG設備が安全機能を有す
る施設等と⼀体となって設置さ

れる機器

PP,SG設備が周辺に設置されている
機器 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における

設計⽅針，考慮事項 ⽕災，地震に係る設計⽅針 その他，通常時，メンテナンス時における
設計⽅針，考慮事項

補⾜
施設区分 設備区分 PP,SG設備設置状況

PP，SG設備に対する安全機能を有する施設
の設計

PP設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するPP設備の設計上の考慮）

SG設備の設計⽅針
（安全機能を有する施設に対するSG設備の設計上の考慮）

824 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 ろ過 第1活性炭処理グローブ

ボックス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1，B-2/
― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

825 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 第2活性炭 吸着処理グロー

ブボックス 核物質等取扱ボックス 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― B-1，B-2/
― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

854 その他の加
⼯施設 ―

核燃料物質
の検査設備
及び計量設
備

核燃料物質
の検査設備 分析設備 払出前希釈槽 容器 燃料加⼯建屋 1 2-2 ⾮安重 ― C/― ― 〇PP︓

・安全機能を有する施設は通常時及びメンテナ
ンス時に各部屋の照明を消灯することがないこと
並びに通常時及びメンテナンス時の操作によ
り， の視界を遮らない計画とする。

・周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよう、
原則，難燃ケーブルを採⽤し、可燃材は⾦属
で覆う設計とする。

【通常時】
・PP設備は安全機能を有する施設の運転に影響しないように、安
全機能を有する施設との間に⼗分なクリアランスを確保した設計と
する。
・PP設備は監視が中断されないように外部電源喪失時においても
継続的に給電される設計とする。

【ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時】
・PP設備は安全機能を有する施設のメンテナンススペースが確保で
きる設計とする。配置上スペース確保が困難な場合は、機器を移
動できる構造とし、安全機能を有する施設のメンテナンススペースを
確保する。
・PP設備は安全機能を有する施設の定期保守を考慮し、常⽤↔
運転予備負荷の切替えが⾏われても、機器に継続して給電される
設計する。
・PP設備は安全機能を有する施設の点検等の⽀障とならない配
置および配線ルートの設計とする。

― ―

― ― ― ― ― ― アクセスルート（PA建屋内） ― ― ― － ― ― ―/― ―

〇PP︓ （W1976×D1036×
H2032）
〇PP︓ （W700W×
D350×H1000）
〇PP︓ （W300×
D100×H400）
〇PP︓ （W1500×
D300×H300）

―

・近傍に が設置されるが，転倒したとして
もアクセスルートに必要な幅が確保できるた
め，阻害しない
なお， は，軽量物であり，アクセスルート
を阻害するものではないため，対象外

― ― ⑬

―

―

―

―
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設工認申請における核セキュリティ及び保障措置への影響確認 

 

MOX 燃料加工施設の新規制基準を受けた第 2 回設工認申請における核セキュリティ及

び保障措置への影響の有無について確認した結果を示す。 

 

設工認申請における核セキュリティ及び保障措置への影響の有無の確認については、

以下の視点で行った。 

【核セキュリティ】 

 核セキュリティの設備が、周辺の申請対象設備の機器等への火災影響や落下等によ

る波及影響を及ぼさないこと。 

 申請対象設備である各部屋の照明が、通常時及びメンテナンス時に消灯することが

ないこと並びに通常時及びメンテナンス時の操作により核セキュリティの設備で

ある の視界を遮らない 

 

【保障措置】 

 保障措置の設備が、周辺の申請対象設備の機器等への火災影響や落下等による波及

影響を及ぼさないこと。 

 申請対象設備の機器等が保障措置の設備である監視装置の視野障害等になってい

ないこと。 

 

上述の視点により、第 2 回設工認の申請対象設備の周辺に設置される核セキュリティ

及び保障措置に係る設備への影響の有無について確認を行い、以下のとおり影響がない

ことを確認した。 

 

項目 影響の有無の確認の視点 確認結果 

核 セ キ

ュ リ テ

ィ 

核セキュリティの設備

が、周辺の申請対象設備

の機器等への火災影響や

落下等による波及影響を

及ぼさないこと 

 周囲の設備へ波及的影響を及ぼさないよ

う、原則，難燃ケーブルを採用し、可燃材

は金属で覆う設計であることを確認。 

 安全機能を有する施設との間に十分なクリ

アランスを確保した設計又は十分な耐震性

を有する等申請対象設備に対して波及的影

響を及ぼさない設計であることを確認。 

重大事故等対処における

アクセルルートの確保、

対処所要時間等に影響を

及ぼさないこと 

 重大事故等対処におけるアクセスルートに

影響を及ぼさない設計であることを確認。

（アクセスルートに影響しない箇所に設置

されている等） 

 
 
 
 
 
 
 

添付資料 
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補足 

 

 

申請対象設備周辺の SG 設備に係る説明 

 

 

第 2 回設工認申請の申請対象設備周辺に設置される SG 設備に係る補足説明を示す。 

 

補足①：スタック編成設備グローブボックス等周辺の SG 設備（査察現場キャビネット

（LC-15A，LC-15B）） 

補足②：ロッドスキャニング装置等周辺の SG 設備（FRSS-1，FRSS-2） 

補足③：燃料棒収容装置等周辺の SG 設備（FRCA，FRIS） 

補足④：ペレット保管容器搬送装置グローブボックス-1 等周辺の SG 設備（AMGB-7） 

補足⑤：乾燥ボート搬送装置グローブボックス-6 周辺の SG 設備（AMGB-6） 

補足⑥：マガジン編成装置と一体となって設置する SG 設備（FRCS） 

補足⑦：リフタ周辺の SG 設備（AFAS-P，AFAS-B，査察現場キャビネット（LC-21A，

LC-21B）） 

補足⑧：貯蔵梱包クレーン等周辺の SG 設備（DIPD） 

補足⑨：焼結ボート受渡装置グローブボックス-4 周辺の SG 設備（AMGB-8） 

補足⑩：スクラップ保管容器受渡装置グローブボックス-1 周辺の SG 設備（AMGB-9） 

補足⑪：ウラン燃料棒収容装置等周辺の SG 設備（NMGM-2） 

補足⑫：収去試料受払装置グローブボックス周辺の SG 設備（AVIS，査察現場キャビネ

ット（LC-20A）） 

補足⑬：アクセスルート周辺の PP 設備，SG 設備 
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補足① 

1 

スタック編成設備グローブボックス等周辺のSG設備

（査察現場キャビネット（LC-15A，LC-15B））

スタック編成設備グローブボックス及びペレット保管容器搬送装置グローブボックス-8

の周辺に査察現場キャビネット（LC-15A，LC-15B）を設置する設計としている。 

査察現場キャビネット（LC-15A，LC-15B）とスタック編成設備グローブボックス及びペ

レット保管容器搬送装置グローブボックス-8の設置場所を第1図に示す。査察現場キャビ

ネットの外形図を第2図に示す。

スタック編成設備グローブボックスと査察現場キャビネット（LC-15A）は，スタック編

成設備グローブボックスのメンテナンスに必要なスペース及びキャビネットのメンテナン

スに必要なスペースを確保した場所に設置していることから，相互影響を考慮した設置場

所となっている。 

査察現場キャビネット（LC-15B）とペレット保管容器搬送装置グローブボックス-8も同

様の設計となっている。 

 

第１図 LC-15A及びLC-15B 設置場所 

スタック編成設備グローブボックス
ペレット保管容器搬送装置 

グローブボックス-8 
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補足③ 

1 

燃料棒収容装置等周辺のSG設備 

（FRCA，FRIS） 

 

燃料棒収容装置及び燃料棒供給装置の燃料棒の搬送を監視するため，燃料棒収容装置及

び燃料棒供給装置の周辺にFRCA，FRISを設置する設計としている。 

FRCA，FRISと燃料棒収納装置及び燃料棒供給装置の設置場所を第１図に示す。FRCAの概

略図及び設置スペースを第2図，第3図に示す。FRISの概略図及び設置スペースを第4図，

第5図に示す。 

FRCAは，燃料棒収容装置のメンテナンスに影響がないスペース（燃料棒収容装置のメン

テナンスに使用しないスペース）に設置することで，相互影響を考慮した設置場所となっ

ている。 

燃料棒収容装置は，メンテナンスに影響がないFRCAの設置計画箇所のスペース（燃料棒

収容装置のメンテナンスが必要ないスペース）を確保する設計とする。 

 

FRISも同様に，燃料棒供給装置のメンテナンスが必要ないスペースに設置するスペース

を確保することで，相互影響を考慮した設置場所となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

第1図 FRCA及びFRISの設置場所 

燃料棒収容装置 

燃料棒供給装置 
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補足④ 

ペレット保管容器搬送装置グローブボックス-1等周辺のSG設備 

（AMGB-7） 

ペレット保管容器搬送装置グローブボックス-1，ペレット保管容器搬送装置グローブボ

ックス-2及びペレット保管容器搬送装置グローブボックス-7の周辺にペレット保管容器搬

送装置グローブボックス-14（第3回申請）の搬送を監視するためのAMGB-7を設置する設計

としている。 

AMGB-7とペレット保管容器搬送装置グローブボックス-1，ペレット保管容器搬送装置グ

ローブボックス-2及びペレット保管容器搬送装置グローブボックス-7の設置場所を第１図

に示す。AMGB-7の設置スペースを第2図に示す。 

ペレット保管容器搬送装置グローブボックス-1，ペレット保管容器搬送装置グローブボ

ックス-2及びペレット保管容器搬送装置グローブボックス-7の構造を第3図に示す。 

ペレット保管容器搬送装置グローブボックス-1，ペレット保管容器搬送装置グローブボ

ックス-2及びペレット保管容器搬送装置グローブボックス-7は，AMGB-7付近のポートにア

クセス可能であるため，相互影響を考慮した設置場所となっている。

 

第1図 AMGB-7，ペレット保管容器搬送装置グローブボックス-1，-2，-7の設置場所 

ペレット保管容器搬送装置 

グローブボックス-7 

ペレット保管容器搬送装置 

グローブボックス-1 

ペレット保管容器搬送装置 

グローブボックス-2 
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補足⑤ 

乾燥ボート搬送装置グローブボックス-6周辺のSG設備 

（AMGB-6） 

乾燥ボート搬送装置グローブボックス-6での核燃料物質の搬送を監視するため，乾燥ボ

ート搬送装置グローブボックス-6周辺にAMGB-6を設置する設計としている。 

AMGB-6と乾燥ボート搬送装置グローブボックス-6の設置場所を第１図に示す。AMGB-6の

設置スペースを第2図に示す。 

AMGB-6は，通常時及びメンテナンス時に乾燥ボート搬送装置グローブボックス-6と干渉

しない場所に設置する。架台にローラユニットを設置し，スライドできる設計とすること

で，乾燥ボート搬送装置グローブボックス-6のメンテナンスができる設計としており，相

互影響を考慮した設置となっている。 

第1図 AMGB-6及び乾燥ボート搬送装置グローブボックス-6の設置場所 

乾燥ボート搬送装置 

グローブボックス-6 
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補足⑤ 

第2図(1) AMGB-6 設置スペース 
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補足⑤ 

第2図(2) AMGB-6 設置スペース 
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補足⑤ 

第2図(3) AMGB-6 設置スペース 
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補足⑥ 

マガジン編成装置と一体となって設置するSG設備

（FRCS） 

マガジン編成装置に燃料棒の搬送を監視するためのFRCSを設置する設計としている。

FRCSとマガジン編成装置の設置場所を第１図に示す。FRCSの構造を第2図に設置スペー

スを第3図に，FRCSを設置するマガジン編成装置の構造を第4図に示す。

FRCSは，マガジン編成装置の洗浄機に設置する設計とし，ボルト固定によりメンテナン

ス時に取り外し可能な構造とすることで，メンテナンススペースを確保する設計とし，相

互影響を考慮した設計とする。 

また，FRCSは，マガジン編成装置に設置することから，マガジン編成装置の耐震設計上

の評価条件としてFRCSの負荷を考慮した設計とする。また，FRCSは，マガジン編成装置の

耐震設計上で考慮する負荷条件を逸脱しない設計とすることで，相互影響を考慮した設計

とする。 

第1図 FRCS及びマガジン編成装置の設置場所 
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補足⑥ 

第2図 FRCS 概略図 
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補足⑥ 

第2図 FRCS 設置スペース 
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補足⑥ 

第4図（3） マガジン編成装置 構造図（洗浄機周辺） 
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補足⑦ 

リフタ周辺のSG設備

（AFAS-P，AFAS-B，査察現場キャビネット（LC-21A，LC-21B）） 

リフタでのPWR燃料集合体及びBWR燃料集合体の搬送を監視するため，リフタ周辺にAFAS-

P，AFAS-Bを設置する設計としている。 

また，リフタ近傍に，査察現場キャビネット（LC-21A，LC-21B）を設置する設計として

いる。 

AFAS-P，AFAS-B，LC-21A，LC-21B及びリフタの設置場所を第１図に示す。AFAS-P及び

AFAS-Bの設置スペースを第2図に示す。 

AFAS-P，AFAS-Bは，メンテナンスの際に本体を取り外し可能な設計とすることで，相互

影響を考慮した設計としている。 

また，リフタと査察現場キャビネット（LC-21A，LC-21B）は，キャビネットのメンテナ

ンスに必要なスペースを確保していることから，相互影響を考慮した設置場所となってい

る。 

第1図 AFAS-P，AFAS-B，LC-21A，LC-21B及びリフタの設置場所 
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補足⑦ 

第2図 AFAS-P，-B 設置スペース 
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補足⑪ 

ウラン燃料棒収容装置等周辺のSG設備

（NMGM-2） 

ウラン燃料棒収容装置及び遮蔽扉（燃料棒貯蔵設備）の周辺にNMGM-2を設置する設計と

している。 

NMGM-2とウラン燃料棒収容装置及び遮蔽扉（燃料棒貯蔵設備）の設置場所を第１図に示

す。NMGM-2の設置スペースを第2図に示す。 

NMGM-2は，遮蔽扉(燃料棒貯蔵設備)の上下左右にNMGM-2の設置スペースを確保し，相互

影響を考慮した設置場所となっている。 

第1図 NMGM-2，ウラン燃料棒収容装置及び遮蔽扉（燃料棒貯蔵設備）の設置場所 

ウラン燃料棒収容装置

遮蔽扉（燃料棒貯蔵設備） 
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補足⑫ 

1 

収去試料受払装置グローブボックス周辺のSG設備 

（AVIS，査察現場キャビネット（LC-20A）） 

収去試料受払装置グローブボックスの底部の試料測定部から査察試料を計測するために

AVISを設置する設計としている。また，グローブボックス近傍に査察現場キャビネット

（LC-20A）を設置する設計としている。 

AVIS及び査察現場キャビネット（LC-20A）と収去試料受払装置グローブボックスの設置

場所を第１図に示す。AVISの設置スペースを第2図に示す。 

AVISについては，当該測定装置は当該グローブボックスの下部に設置されるが，メンテ

ナンス時はAVISを分割してグローブボックス下部から移動させることができるため，相互

の保守性に影響は無い。また，グローブボックスとAVISが干渉しないよう，クリアランス

を確保した設置場所としている。 

査察現場キャビネット（LC-20A）は，キャビネットのメンテナンスに必要なスペースを

確保していることから，相互影響を考慮した設置場所となっている。 

第１図 AVIS，LC-20A及び去試料受払装置グローブボックス 設置場所 

収去試料受払装置 

グローブボックス 

170















【Ｍ Ｏ Ｘ 燃料加⼯施設 設⼯認分割申請計画】
 再処理施設と同様に既に許可を受けている事業変更許可申請に基づき設⼯認変更申請を⾏う。「共通０ １ １ 項申請

と２ 項申請の区分」に⽰したように既設⼯認で申請済みの設備と未申請の設備があることから、2 項変更と1 項新規に係
る設⼯認申請を⾏う。

 また、Ｍ Ｏ Ｘ 燃料加⼯施設は、建設⼯事の段階であることから、建設⼯事の⼯程を考慮して４つのグープに分割して申
請を⾏う。

 最初の申請については、新規制基準を受けた初回の設⼯認申請であることから、申請書の形式等を確認し、後次回の申請
に展開できるよう申請⾃体をコンパクトにし、それ以降の申請については、建設⼯程、設計進捗を踏まえて申請対象を設定
する。最初の設⼯認の申請対象は、燃料加⼯建屋とする。

 それ以降の申請については、天井や壁を施⼯する前に搬⼊、施⼯する必要のある⼤型機器等の⼯事⼯程を踏まえて優先
的に申請すべき事項から順に申請を⾏う。
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項 ⽬／申請区分 １項新規 ２項変更
天井や壁を施⼯する前に搬⼊、
施⼯する必要のある⼤型機器
等

 集合体組⽴（マガジン編成、燃料集合体組⽴、リフ
タ、スケルトン組⽴装置、燃料集合体洗浄装置、燃
料集合体貯蔵チャンネル等）

 梱包・出荷（容器移載、貯蔵梱包クレーン、輸送⽤
容器等）

 燃料加⼯（スタック編成装置、スタック乾燥装置、燃料棒
移載装置、燃料棒収容装置、燃料棒貯蔵棚、外観⼨法
検査等）

 梱包・出荷（組⽴クレーン等）
 圧縮空気設備
等

 液体廃棄物廃棄設備のろ過装置、吸着処理装置、
オープンポートボックス等

 気体廃棄物の廃棄施設 グローブボックス排気設備、
⼯程室排気設備、建屋排気設備の排⾵機・ダクト・ダ
ンパ等

 消⽕設備（グローブボックス消⽕設備、窒素消⽕、⼆
酸化炭素消⽕設備）

 ⾮管理区域換気空調
等

 粉末調整（⼀時保管ピット、粉末⼀時保管、スクラップ貯
蔵、ペレット⼀時保管、製品ペレット⼀時保管等）

 貯蔵容器搬送⽤洞道（共⽤）
等

他の設備の設置に関係して優先
して設置が必要な設備

 貯蔵（原料ＭＯＸ粉末⽸⼀時保管等）
 ＧＢ消⽕（ＧＢ消⽕装置選択弁ユニット）
 窒素消⽕（窒素消⽕装置選択弁ユニット）
 冷却⽔設備

等
上記以外  分析（分析フード、分析済液中和固液分離グローブ

ボックス、放射能濃度分析グローブボックス等）
 原料受⼊（ウラン粉末⽸⼊出庫、ウラン貯蔵棚、ラン

粉末払出装置等）
 容器(U85)、容器(CS･RS回収ポット)

等

 ペレット加⼯（ペレット保管容器搬送、回収粉末容器搬送
等）

 容器(J60)、容器(5⽸バスケット)
等

＜第２回で申請する主な設備＞
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項 ⽬／申請区分 １項新規 ２項変更
設計進捗の考慮  粉末調整（原料粉末搬送、均⼀化混合、造粒装置、回

収粉末処理・詰替装置等）
 ペレット加⼯（圧縮成形、焼結設備等）
 ⽕災防護設備（グローブボックス温度監視装置、⾃動⽕

災報知設備、遠隔消⽕装置等）
 ⾮常⽤発電機
 代替グローブボックス排気設備、外部放出抑制設備、⼯程

室放射線計測設備（可搬型重⼤事故対処）
 情報把握設備

―

その他ＭＯＸ燃料加⼯施設の
建設⼯程に関係する設備

 原料受⼊（ウラン粉末⽸受払移載、洞道搬送台⾞（共
⽤）等）

 粉末調整（原料粉末搬送装置、原料ＭＯＸ粉末⽸⼀
時等）

 ペレット加⼯（プレス装置、焼結炉排ガス処理装置等）
 スクラップ処理（再⽣スクラップ焼結処理等）
 ⼩規模試験（焼結粉末混合装置、⼩規模プレス、⼩規

模焼結処理、⼩規模研削検査等）
 選別・保管（選別・保管グローブボックス）
 放射線管理施設（ガンマ線エリアモニタ、エアスニファ、臨界

検知⽤ガスモニタ、⼊退域管理、退出モニタ等）
 所内電源設備、照明設備
 ⽔素・アルゴン混合ガス設備（混合ガス受槽、混合ガス緊

急遮断弁、混合ガス充填装置等）

 原料粉末受⼊（貯蔵容器検査装置、保管室クレー
ン、受渡ピット、受渡天井クレーン）

 粉末調整（原料ＭＯＸ粉末秤量・分取、予備混
合、⼀次混合、ウラン粉末秤量・分取、添加剤混合、
調整粉末搬送等）

 ペレット加⼯（研削装置、ペレット検査、焼結ポート
搬送等）

 スクラップ処理（再⽣スクラップ受払、容器移送装置
等）

＜第３回で申請する主な設備＞
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